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２．試験開始の合図のあと、問題冊子および解答用紙のそれぞれに受験番号と氏名を 
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４．解答用紙には、解答欄以外の場所に何も書かないでください。 
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６．解答用紙は、原則として交換しませんので、傷めないように注意してください。 
 

７．試験終了後、問題冊子および解答用紙は持ち帰らないでください。 
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次の文章を読んで、その要旨とあなたの考えを 600 字以上 800 字以内で述べなさい。 

 

海外の日本食レストランが増え続けている。多くの外国人に本物の味を知ってもらい、日本の

魅力を伝えたい。 

国が 2 年ごとに行っている調査で、海外にある日本食レストランは約 18 万 7000 店となり、2013

年の約 5 万 5000 店から、10 年間で 3 倍以上に増えた。 

多くの外国人が日本を訪れる理由として日本食を食べることを挙げている。実際に訪日して「本

場の味」を知った人が増えたことで日本食レストランが海外に浸透する下地が整ったのではない

か。 

多様で新鮮な食材を活用する和食は、栄養バランスも良いとして 13 年にユネスコ無形文化遺産

に登録されており、追い風になったようだ。外国人が日本食を食べる機会が広がることは、日本

への理解促進にもつながるだろう。 

日本の外食産業では国内市場の縮小を見据え、海外展開に注力する動きが目立っている。 

豚骨ラーメンの「一風堂」を展開する「力の源ホールディングス」は、海外の店舗数や売り上げ

が国内と拮抗
きっこう

※１している。イスラム圏などへの進出拡大を見据え、豚肉を食べないイスラム教徒

向けのメニューも開発している。 

清酒※2「獺
だっ

祭
さい

」で知られる旭酒造は、今年から米国で、現地の水を使った清酒の生産を始めた。

米国では日本食ブームに伴い、清酒の需要が拡大しており、現地のニーズを迅速に把握して販路

を広げる狙いがあるという。 

ただ、海外の日本食レストランの多くは、現地の人が経営している。米国生まれの巻き寿司
ず し

「カ

リフォルニアロール」のように日本でも定着した料理はあるが、首をかしげたくなる“日本食”を

提供する店は少なくない。 

日本を訪れて、自国の日本食との違いや本場の料理のおいしさに驚く外国人は多い。海外の日

本食レストランは、改善の余地がまだ大きいと言える。 

政府はかつて、「正しい日本食」を出すレストランの認証制度を作ろうとしたが、欧米メディア

から批判され、立ち消えになった。 

政府が前面に出るのではなく、海外に進出したいと考える日本人の職人や、自国に日本食を広

めたいと思う外国人を増やすことが重要だ。外国で店を持つ日本人が、現地の人に技術を教えて

職人として育てた事例もある。 

日本食の料理学校に外国人を受け入れたり、日本人の海外での就労ビザ取得や出店を支援した

りする取り組みも強化したい。 

 

 

（注）原文にはないが、試験問題として注釈を追加した。 

※１ 拮抗（きっこう）：力・勢力がほぼ等しく、互いに張り合うこと。 

※２ 清酒：日本酒のこと。 

 

（出典：「和食の海外展開 本物の魅力知ってもらいたい（社説）」『読売新聞』2023 年 12 月 5 日） 

著作権の都合上、問題文は掲載しておりません。 


